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迫
っ
て
い
る
　
超
高
齢
社
会

　
今
後
、
本
市
の
総
人
口
は
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
２
０
２
５
年
に
は
、

高
齢
化
率
が
26.7
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
75
歳
以
上
の
人
は
、

約
1.5
倍
に
増
加
し
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）。

　

ま
た
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
」「
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
」
は
、

1.3
倍
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
２・３
）。

地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

　
こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
が
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
や
介

護
な
ど
の
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

特 集
みんなで支え合う 超高齢社会

あなたの 　   は
地域の 

元気
幸せ

　今後、少子高齢化や、ひとり暮らしの高齢者の増加など
を背景に、日常生活の中で、誰かのちょっとした手助けを
必要とする高齢者が、さらに増えていくと考えられます。
　こうした中、重要なのが地域の支え合いによる取り組
み。今回は、支え合いの必要性と、取り組み事例を紹介し
ます。
問高齢福祉課☎（632）5328

ID 1015786
グラフ2　ひとり暮らしの高齢者世帯数の推移（宇都宮市）

ひとり暮らし高齢者世帯数 65歳以上人口に占める割合

（世帯） （％）

倍

２０１５年 ２０２０年 ２０２５年

（人）

倍

グラフ3　要介護・要支援認定者の状況（宇都宮市）

▼ 出典　宇都宮市にっこり安心プラン
２０１５年 ２０２０年 ２０２５年

26,041

２０１５年 ２０２０年 ２０２５年

グラフ1　年齢別人口と高齢化率の推移（宇都宮市）

７５歳以上 ６５～７４歳 １５～６４歳 ０～１４歳 高齢化率

人口（千人） 高齢化率（％）

倍

見守り活動をする
石井地区東峰南自治会の皆さん
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図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
よ
る
介
護
予
防
や
、
身
近
な
地

域
に
お
い
て
お
互
い
に
支
え
合
う
取
り

組
み
な
ど
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
地
域
に
住
む
高
齢
者
を
、

地
域
全
体
で
、
公
的
機
関
や
地
域
の
皆

さ
ん
で
役
割
分
担
し
な
が
ら
包
括
的
に

支
え
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め
て

い
ま
す
（
上
の
図
を
参
照
）。

地
域
み
ん
な
の
力
で

作
り
だ
そ
う「
地
域
の
支
え
合
い
」

　
現
在
、
各
地
域
で
は
「
地
域
で
で
き

る
こ
と
は
、
地
域
の
支
え
合
い
で
解
決

し
よ
う
」
と
い
う
考
え
の
元
、
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
や
見
守
り
活
動
な
ど

を
検
討
す
る
「
協
議
体
」
の
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
、
協
力

し
合
う
こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
が

生
ま
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

宇
都
宮
を
将
来
に
渡
っ
て
魅
力
あ
る

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
を

支
え
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

医療・
介護連携医療 介護

認知症
対策

介護予防 住まい

生活支援

（健康づくり）

（地域の支え合い）

地域包括
ケアシステム

地域の力
（インフォーマルサポート）
家族、近隣、友人、協議体、
民生委員、ボランティアな
どの支援

公的・専門機関の力
（フォーマルサポート）
医療、介護保険サービス、
地域包括支援センターや社
会福祉協議会などの支援

地域包括システムには皆さんの力が不可欠です
超高齢社会では、これまでの公的サービス（フォーマルサポート）だけではなく、
地域の皆さんの協力・連携（インフォーマルサポート）が重要になってきます。

未来の宇都宮を支える　地域包括ケアシステム

次のページでは、
それぞれの地域な
らではの「支え合
い」の取り組みを紹
介するよ。

特集

あなたの 　   は
地域の 幸せ

元気

「医療」「介護」「生活支援」などの分野が連携して、一体的に高齢者を支える仕組みです。
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動き始めた
地域の 支え合い

Q. Q. 詳
し
く
知
り
た
い

　
地
域
の
支
え
合
い

　
　「
協
議
体
」

市内ではどこの地域で
取り組まれているの？

地域では、どんな取り組みが
始まっているの？

　将来に向けて、自分たちの地域をどのようにしたいのか、
高齢者を支え合うためには何ができるのか、地域の皆さん
で話し合っていく各地区の協議体で、次のような活動が始
まっています。
1地域の情報を共有し、支え合い活動などを発展させていく。
2高齢者の身近な困りごとをみんなで支えるため、アイデ
イアを出し合って話し合う。
　具体的な活動として、見守り活動、居場所作りなど、
地域ならではの支え合いで高齢者を支えています。

　現在、市内では39地区のうち、１９地区
で協議体が設置されている他、その他の
地域でも協議体の設置に向けた検討が
進んでいます。

■実施地区
石井、泉が丘、今泉、清原、国本、五代・
若松原、桜、城山、姿川、雀宮、宝木、西
原、東、平石、緑が丘、明保、簗瀬、陽東
（令和元年１２月現在）

　「地域包括ケアシステム」の
主役は地域の皆さんです。
　本市では、地域の支え合い
を広げる「協議体」の取り組み
が広まっています。
　今回は、協議体として活動し
ている、石井地区の取り組み
事例を紹介します。

会長

菊池　芳夫さん

事務局長

久保　典子さん

石井地区
向こう三軒両隣り協議会

自
治
会
活
動
で
見
つ
け
た

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
課
題

　
こ
れ
ま
で
石
井
地
区
で
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
と
し
て
、
自
治
会
や
民

生
委
員
、
福
祉
協
力
員
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
４
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
訪
問
し

て
い
ま
し
た
。

　
菊
池
さ
ん
は
自
治
会
活
動
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
重
複
や
、
情
報
の

共
有
不
足
に
対
し
、
今
後
、
高
齢
者
が

増
え
る
中
「
限
ら
れ
た
人
材
で
、
多
く

の
高
齢
者
を
見
守
る
に
は
限
界
が
あ
り
、

地
域
で
協
力
し
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と

が
必
要
だ
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

地
域
が一体
と
な
り

見
え
て
き
た
地
域
の
力

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
石
井
地

区
で
は
、
地
域
内
の
団
体
・
組
織
が
協

力
し
な
が
ら
、
支
え
合
お
う
と
い
う
意

識
が
広
が
り
、
地
域
全
体
で
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
な
ど
を
見
守
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、社
会
福

祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
自
治
会

連
合
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
、
福
祉
協
力
員
連
絡
会
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、石
井
地
区
の
協
議

体
「
石
井
地
区
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
協

議
会
」
を
組
織
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
地
区
内

の
各
自
治
会
に
自
治
会
役
員
、
民
生
委

員
、
福
祉
協
力
員
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
構
成
す
る
４
者
協
議
会
を
設

置
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
状
況

や
、
見
守
り
活
動
か
ら
見
え
た
課
題
、

相
談
な
ど
を
共
有
し
、
み
ん
な
で
話
し

合
う
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。
「
各

自
治
会
内
で
役
割
を
分
担
し
、
役
割
や

立
場
を
越
え
て
支
え
合
う
こ
と
で
、よ
り

強
力
な
地
域
の
連
携
が
生
ま
れ
、
取
り

組
む
べ
き
こ
と
が
見
出
せ
た
」
と
久
保

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

地
域
が
ま
と
ま
り
生
ま
れ
る
力

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
お
宅

訪
問
以
外
に
も
、
散
歩
中
の
あ
い
さ
つ

な
ど
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
て
い
る
菊
池
さ
ん
。
「
昨
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本文中に記載がないものは、原則として、対象＝どなたでも、費用＝無料、申込＝不要。 ＝ホームページ、 ＝Ｅメールアドレス、 ＝地区市
民センター、 ＝出張所、 ＝生涯学習センター、 ＝申込時に記載する基本項目は、催し名・郵便番号・住所・氏名・ふりがな・電話番号・人数。

各番号を市 のトップページで入力すると関連ページが見られますID 1000000

Q. 誰が協議体のメンバーになれるの？
　地域の実情に応じてメンバーが加わっています。現
在は、主に次の人たちが協議体に参加しています。

　地域の関係団体と連携して、
暮らしやすい地域にするため
に活動しています。電話や地域
包括支援センターの窓口の他、
自宅へも伺います。
　費用は掛かりませ
ん。担当する各地域
包括支援センターは、
市 をご覧ください。

　免許返納により外出機会が
減って落ち込んでいた母を見て、
地域包括支援センターに相談し
ました。
　デイサービスを紹介してもら
い、現在では、人との交流を楽し
みに出掛けていく母の姿に、家
族も安心しています。
　悩んでいるなら、まずは相談
してみてはいかがでしょうか。

　地域包括支援センターは、介護・福祉・健康の総合窓
口として、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で、安心し
て暮らし続けられるよう支援しています。
　現在、市内25カ所で、保健師・主任ケアマネジャー・社
会福祉士などが中心となり、高齢者の皆さんやご家族な
どのさまざまな相談に応じています。

■開設日時　月～金曜日、午前8時30分～午後5時15分。

1介護や健康の相談
▼健康を維持し、要介護状態になることを予防したい。
2権利を守ることの相談
▼財産管理に自信がなくなった。
▼悪質な訪問販売に遭った。
3地域活動の相談
▼地域の人たちと交流できるサロンなどを教えてほしい。

▼地域まちづくり推進協議会	 ▼介護事業所
▼自治会	 ▼社会福祉法人
▼民生委員	 ▼医療法人
▼地区社会福祉協議会	 ▼健康づくり推進員
▼福祉協力員	 ▼地域包括支援センター
▼老人クラブ	 ▼行政　など

＼元気なお父さん・お母さんを支えるために／

＼例えばこんなことが相談できます／

お気軽にご利用ください

相談して良かったです

地域包括支援センターは
高齢者の総合窓口

問高齢福祉課☎（632）2356

上河内地域包括支援センター

近藤　聡美さん

利用者

小野　泰
やす

子
こ

さん（免ノ内町）

年
は
、
自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
、
福

祉
協
力
員
の
見
守
り
活
動
を
き
っ
か
け

に
、
高
齢
者
の
孤
独
死
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
」と
活
動
の
重
要
性
を
話
し
ま
す
。

　
ま
た
「
困
っ
た
時
に
、
困
っ
た
と
言

え
る
環
境
づ
く
り
や
、
住
民
と
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
関
係
性
の
構
築

は
も
ち
ろ
ん
、
団
体
同
士
の
関
係
性
も

重
要
」
で
あ
り
、
地
域
が
ま
と
ま
る
こ

と
が
、
大
き
な
支
え
合
い
の
力
に
な
っ

て
い
く
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
の
支
え
合
い

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
こ

と
で
、
８は

ち
ま
る
ご
ー
ま
る

０
５
０
問
題
や
老
老
介
護
な

ど
の
複
雑
化
し
た
課
題
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
と
地
域
の
課
題
は
、
行
政

だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
。
自
分

た
ち
の
力
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
課

題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
菊
池
さ
ん
は
強
い
思
い
を
抱
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
石
井
地
区
で
は
、連
携
し
な

が
ら
現
在
の
活
動
を
継
続
し
、
向
こ
う

三
軒
両
隣
り
の
支
え
合
い
が
で
き
る
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
、
２
人
は
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。

ID 1004294

「協議体」で何が変わる？

協議体
自治会 民生委員 福祉協力員

自治会 民生委員 福祉協力員

before これまでは……

after 協議体ができると……

など

連携が少なくて
ちょっと不安…

横のつながりが
しっかりしていて

安心！

特集

あなたの 　   は
地域の 幸せ

元気
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URL1　http://www.utsunomiya-syakyo.or.jp

から始める

お出掛けするなら お得に乗って出掛けよう
いきいき70高齢者専用バス乗車券・地域内交通

ID 1004277

問高齢福祉課☎(632)2360

▼‌�内容　4月～翌年3月に1度、下の表①～⑱の中
から1つ、約5,000円のバス乗車券を①～③・
⑤～⑱は1,000円、④は2,000円の負担で交
付。なお、⑤～⑱は地域内交通の利用登録が必
要です。
▼‌�対象　市内に住所があり、3月31日までに70
歳以上の人。

▼‌�申請方法　健康保険証など申請者本人を確認で
きるものと、負担金1,000円（④は2,000円）
をお持ちの上、直接、各受付窓口へ。なお、②
～⑱は原則、各受付窓口で申し込みますが、他
の の受付窓口でも申し込むことができます。
ただし、その場合、購入助成券を後日自宅に郵
送します。

■バスカード
バス乗車券の種類 受付窓口

①関東自動車・JRバス関東の2社共通高齢者専用
　バスカード（5,000円）

高齢福祉課（市役所2階）、保健と福祉の相談（市
役所1階）、各 ・

■地域内交通
地域内交通 回数乗車券 受付窓口

②上河内地域路線バス 100円券×50枚 上河内
（中里町）

　清原さきがけ号
③150円券×34枚

清原
（清原工業
団地）

④定期乗車券（3カ月）

⑤板戸のぞみ号 300円券×17枚

⑥城山孝子号 150円券×34枚 城山
（大谷町）

⑦みずほの愛のり号 300円券×17枚 瑞穂野
（下桑島町）

⑧くにもとふれあい号 300円券×17枚 国本
（宝木本町）

⑨篠井はるな号 300円券×17枚 篠井
（下小池町）

ID 1006101

？地域内交通とは
　路線バスや鉄道での移動が困難な地域で、車を運
転できない人の移動手段を確保するため、地域の皆
さんが運営主体となった乗り合いの公共交通である
「地域内交通」の導入が進んでいます。
　「地域内交通」は、スーパーや医療機関など生活に
必要な施設を回る他、路線バスや鉄道に乗り継ぐた

めの移動手段となるもので、予約に応じて自宅と各
施設をドア・ツー・ドアで結ぶ「デマンド方式」を中心に
運行しています。運賃は１回
（片道）当たり原則３００円
で、郊外部13地区で運行し
ています（上の表参照）。
問交通政策課☎（632）２１
３３

⑩わくわくとみや号 300円券×17枚 富屋
（徳次郎町）

⑪よこかわいきいき号 300円券×17枚 横川
（屋板町）

⑫おでかけちゅんちゅん号 100円券×50枚 雀宮
（新富町）

⑬かみかわち愛のりユッピー号 300円券×17枚 上河内

⑭さぎそう河内号 300円券×17枚 河内
（中岡本町）

⑮ひらり号 150円券×34枚 平石
（下平出町）

⑯とよさとまほろば号 150円券×34枚 豊郷
（岩曽町）

⑰清南スマイル号 150円券×34枚 清原

⑱すがたがわにこにこ号 150円券×34枚 姿川
（西川田町）

今日 アクティブライフ
　本市では、60歳以上の人を対象とした、健康につなが
る取り組みや、一人でも参加できる催しを行っています。
　今日から、新しい一歩を踏み出してみませんか。

ID 1006101

※令和元年度分の申請は３月末まで。令和２年度分の申請は４月１日以降。
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運動してポイントも貯めて一石二鳥
高齢者等地域活動支援ポイント

ID 1004343

　60歳以上を対象とした地域貢献活動や、65歳以上を対象とした
健康づくり活動に参加するとポイントがもらえます。
　１日２ポイント、年間50ポイントを上限に、活動１回１時間
以上につき１ポイント（シール１枚）がもらえます。活動の記録
は、ポイント台帳（右の写真）で管理します。
　貯めたポイントは、翌年度および翌々年度に市の施設利用券や
バスカードなどに交換できます。

いきいき健康サッカー・自転車・バスケットボール教室

ID 1003865
　本市をホームタウンとする３つのプロスポーツ
チーム「栃木SC（サッカー）」「宇都宮ブリッ
ツェン（自転車）」「宇都宮ブレックス（バス
ケットボール）」の選手とともに、ストレッチや
それぞれのスポ―ツの特色に合わせた簡単な運動
を行い、介護予防について楽しく学ぶことができ
る教室を開催しています。
　日程など、詳しくは、広報うつのみや・市 な
どでお知らせします。

いきいき健康バスケットボール教室
２月は

▼‌�日時　２月20日（木）午前10時～正午。午前
９時30分受付開始。
▼‌�会場　ブレックスアリーナ宇都宮（元今泉５丁
目・市体育館）。
▼‌�内容　ブレックスの選手やチアリーダーと一緒
に、ストレッチやボールを使った運動。
▼‌�対象　市内在住で、運動に支障のない65歳以
上の人。
▼定員　抽選30人。
▼申込期間　２月３～６日、午前10時〜午後6時。
▼‌�申込方法　電話または申込用紙（市 から取り
出し可）に必要事項を書き、ファクスで、栃木
ブレックス☎（611）1512、 （612）6736へ。

ふれあい・いきいきサロン

　高齢者や障がい者、子どもなどが気軽に集える身
近な居場所として、各地域の集会所や公民館、地域
コミュニティセンターなどで「ふれあい・いきいきサ
ロン」を開催しています。
　現在、市内に300を超えるサロンがあり、仲間づく
りや生きがいづくりの輪を広げて、参加者の悩みや

不安の解消を図り、安心して暮らし続けることがで
きる地域社会の構築を目指しています。
　その他にも、自分の得意なことを生
かしながら、地域で取り組める活動な
どがあります。詳しくは、市社会福祉
協議会 URL1をご覧ください。

私たちも参加しています
　友人に誘われたのをきっかけに、４・５年前から姉妹で参加しています。
　選手たちと一緒に運動できることが、何よりも楽しい！普段使わない筋肉
も鍛えられて、ちょうどいい運動量なので、教室の後はとても気持ちがいいん
です。
　この教室に参加して、運動することの楽しさを教えてもらえました。健康が
維持できていることを実感しています。

ポイントも貯めよう
問高齢福祉課☎(632)2360

楽しく運動して介護予防
問高齢福祉課☎（632）2358

輪を広げよう

石井トキ子さん　石井シゲ子さん
（陽東１丁目）

問市社会福祉協議会☎（636）1215

高齢者等地域活動支援ポイントが貯まります

特集

あなたの 　   は
地域の幸せ

元気

ID 1000000

本文中に記載がないものは、原則として、対象＝どなたでも、費用＝無料、申込＝不要。 ＝ホームページ、 ＝Ｅメールアドレス、 ＝地区市
民センター、 ＝出張所、 ＝生涯学習センター、 ＝申込時に記載する基本項目は、催し名・郵便番号・住所・氏名・ふりがな・電話番号・人数。

各番号を市 のトップページで入力すると関連ページが見られます


